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こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

第 234号 令和５年９月

「
伊
勢
湾
台
風
」そ
の
一

　

歴
史
的
な
大
災
害
と
さ
れ
る
も
の
の
中
で
も
、
昭

和
三
十
四
年
九
月
の
い
わ
ゆ
る「
伊
勢
湾
台
風
」（
台
風

十
五
号
）は
中
部
地
方
で
は
特
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ

た
も
の
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
愛
知
県
、

三
重
県
で
の
被
害
が
甚
大
で
し
た
。
激
し
い
暴
風
雨

に
加
え
、
台
風
が
伊
勢
湾
の
満
潮
時
と
重
な
っ
た
た

め
高
潮
が
発
生
し
、
大
き
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
名
古
屋
営
林
局
庁
舎
が
置
か
れ
て
い
た
名

古
屋
市
も
災
害
の
直
撃
を
受
け
、
通
信
・
交
通
機
関

が
満
足
に
機
能
し
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

名
古
屋
営
林
局
で
は
災
害
応
急
対
策
本
部
を
設
置

し
、
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る
情
報
連
絡
班
、
台

風
通
過
後
に
出
局
不
能
と
な
っ
た
百
人
を
超
え
る
職

員
の
消
息
を
尋
ね
る
救
護
班
、
破
損
・
浸
水
し
た
宿

舎
を
手
当
て
す
る
応
急
復
旧
班
の
三
班
か
ら
な
る
体

制
で
、
災
害
か
ら
の
復
旧
に
ね
ば
り
強
く
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
長
野
県
内
の
各
国
有

林
に
お
い
て
も
大
雨
に
よ
る
営
林
署
庁
舎
・
宿
舎
・

施
設
の
破
損
・
崩
壊
、
林
道
や
森
林
鉄
道
・
軌
道
の

路
線
の
流
失
、
土
砂
崩
れ
や
強
風
に
よ
る
大
規
模
な

風
倒
木
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
こ
の
伊
勢
湾
台
風

の
被
災
に
よ
る
影
響
は
後
々
ま
で
続
く
大
き
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

路体が流失した森林軌道路体が流失した森林軌道
（現在の愛知森林管理事務所・段戸）（現在の愛知森林管理事務所・段戸）

高潮で木材が散乱した白鳥貯木場高潮で木材が散乱した白鳥貯木場
（名古屋市熱田区）（名古屋市熱田区）

名
古
屋
営
林
局
編
集　
「
み
ど
り
」
の

名
古
屋
営
林
局
編
集　
「
み
ど
り
」
の

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
表
紙

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
表
紙

長野県内で発生した風倒木被害長野県内で発生した風倒木被害
（現在の中信森林管理署・奈良井）（現在の中信森林管理署・奈良井）

被災した職員を尋ねて被災した職員を尋ねて
浸水地域を行く営林局救護班浸水地域を行く営林局救護班
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